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社会福祉施設の防災・防犯対策強化事業 継続 政策的経費 あらゆる災害を迅速第一 ○ H29 3 1,063 1,063 ○ △ 734

ふくい健康の森リニューアルオープン記念事業 新規 政策的経費 先進的な医療と福祉、健康長寿のふるさと貢献 ○ H31 1 2,470 2,470

2 3,533 1,063 2,470 1 △ 734

平成３０年度事業評価結果(課・室)総括表
会計区分 一般会計

課・室名 地域福祉課 （単位：千円）

 評 価 に 基 づ く 今 後 の 対 応

事            業           名
福井ふるさと元気宣言

における位置付け
関連する県の計画等

事業区分

事業
開始
年度

経過
年数

平成
３１年度
予算額

 財源内訳



課長名

■ ■ H29 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 3 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

□ 終期の見直し 見直し額

□ 継続 □ 休止 □ 完了

△ 734

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３１年度の変更点 事業評価

・社会福祉施設・事業所を対象に研修を実施。
　（平成30年8月9日、10日　約330名受講）

・今年度は、一般防災と原子力防災に特化し、研修を実施
する。

□ 拡充 ■ 縮減

前事業の有無・実績 市町との連携状況

事業名

（実績）

（１）災害福祉支援ネットワークの構築　＜405千円＞

   ①災害福祉支援ネットワーク協議会の開催
    ・下記②～④および社会福祉施設の防災・防犯研修について協議する。
   ②ネットワーク体制の普及・周知
　 ③災害福祉支援チームの研修、訓練内容等
　 ④他都道府県との情報交換・連携づくり

（２）社会福祉施設の防災・防犯研修　＜658千円＞
　
　【内　容】
      ① 一般防災（地震、風水害等）研修
      ②原子力防災研修
　【開催回数】
    ・年４回（嶺北２回、嶺南２回）
　　・上記①②の中からテーマを選定し研修を行う。（内容は４回とも同じ）
  【対象施設】
　　　　約２，７００施設（入所、通所全て）

［受益者］ 社会福祉施設 ［想定される受益者数］ 2,700施設

〕
政　　策  〔 あらゆる災害を迅速第一

［事業目的］

全社会福祉施設に対し、普段から施設利用者の安全を守り、災害時等には適切な避難行動等がとれるよう、一般防災（地震・風水害等）・原子力防災・防犯に関する理解を深めてもらうための
研修会を開催する。

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

ビジョン  〔 日本一の安全・安心
関連する県の計画等 〔

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営 補 助 金 H31

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 － 法 定 受 託 事 務 そ の 他

社会福祉施設の防災・防犯対策強化事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 内 部局名 健康福祉部 課名 地域福祉課 坂下　直樹
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課長名

■ ■ H29 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 3 年

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

1,142 1,797

708 1,797

231

［成果指標等の推移］

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

(900) (900)

390 360

(4) (4)

4 4

■ 無

□ 有

他県の状況
関連事業の有無・

役割分担

事業名

（役割分担）

活動指標 開催回数
(目標) (4)

嶺北・嶺南で２回ずつ開催

実績

成果指標 研修受講施設・事業所
(目標) (900)

３年間で全施設・事業所が研修を受講する

実績

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分 ３１年度 目標・指標の考え方・積算根拠

当 初 予 算 額 の 推 移 1,063

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

生活困窮者就労準備支援事業費等補助金　978千円
原子力発電施設等緊急時安全対策交付金　 85千円

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３１年度 実績等を踏まえた３１年度の変更点

予算額

1,063 1,063

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源 国庫、その他財源の名称等

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営 補 助 金 H31

補助率 － 法 定 受 託 事 務

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算
事業
開始
年度

そ の 他

社会福祉施設の防災・防犯対策強化事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 シーリング 内 部局名 健康福祉部 課名 地域福祉課 坂下　直樹
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課長名

■ ■ H31 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 1 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無

□ 有

ふくい健康の森リニューアルオープン記念事業

区分 新規 経費区分 政策的経費 シーリング 外 部局名 健康福祉部 課名 地域福祉課 坂下　直樹

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営 補 助 金 H31

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度補助率 － 法 定 受 託 事 務 そ の 他

〕
政　　策  〔 先進的な医療と福祉、健康長寿のふるさと貢献

［事業目的］

　スケートパークの整備などリニューアルしたふくい健康の森の魅力を県内外に発信し、利用促進を図るため、記念イベントを開催する。

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

ビジョン  〔 元気な社会
関連する県の計画等 〔

縮減

（実績）

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた３１年度の変更点 事業評価

（１）	オープニング式典
　　　　 開催時期　２０１９年４月
　　　　 主な内容　主催あいさつ、来賓祝辞、テープカット、リニューアル施設内覧
（２）	記念イベント
　　　　 開催時期　２０１９年５月１９日（日）（予定）
　　　　 主な内容　・国内プロスケーター（５名）によるデモンストレーションの披露
　　　 　　　　　　・福井県スケートボード協会によるスケートボードスクール
　　 　　　　　　　・リニューアル施設を巡るクイズラリー
　 　　　　　　　　・移動販売車による飲食販売　ほか

［受益者］ 県民 ［想定される受益者数］

前事業の有無・実績 市町との連携状況

事業名

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

□ 終期の見直し 見直し額

□ 継続 □ 休止 □ 完了

□ 拡充 □
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課長名

■ ■ H31 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 1 年

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

［成果指標等の推移］

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

(442,930)

433,311 428,862 408,808

□ 無

■ 有

ふくい健康の森リニューアルオープン記念事業

部局名 健康福祉部 課名 地域福祉課 坂下　直樹

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

区分 新規 経費区分 政策的経費 シーリング 外

実行予算
事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営 補 助 金 H31

補助率

国庫、その他財源の名称等

予算額

2,470 2,470

－ 法 定 受 託 事 務 そ の 他

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３１年度 実績等を踏まえた３１年度の変更点

当 初 予 算 額 の 推 移 2,470

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

成果指標
ふくい健康の森利用者数
（人）

(目標) (600,000) リニューアル後の平成31年度には、新たな施設による集客力増強等により、年間延べ60万
人を目標とする。

実績

決 算 額 の 推 移

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分 ３１年度 目標・指標の考え方・積算根拠

他県の状況
関連事業の有無・

役割分担

事業名 ふくい健康の森管理運営事業

（役割分担）

ふくい健康の森の指定管理者である（公財）福井県健康管理協会に対
して、施設の管理を委託する。

活動指標
(目標)

実績
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